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在日米軍再編の行
方と

厚
木
基
地
問
題

現
在
、
日
米
両
政
府
間
で
在
日
米
軍
再
編
協

議
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
個
別
の

基
地
の
動
向
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
１０
月
２９
日
に
開
催
さ
れ
た
外
務
・
防

衛
閣
僚
ら
に
よ
る
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会

（「
2
プ
ラ
ス
2
」）
を
受
け
、
厚
木
基
地
の
問

題
を
含
め
た
在
日
米
軍
再
編
協
議
の
中
間
報
告

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
長
年
に
わ
た
っ
て
甚
大
な
被

害
を
受
け
続
け
て
き
た
、
厚
木
基
地
の
航
空
機

に
よ
る
騒
音
問
題
。
と
り
わ
け
米
軍
艦
載
機
に

よ
る
激
し
い
騒
音
被
害
の
軽
減
に
向
け
た
方
向

性
が
、
日
米
両
政
府
間
の
協
議
に
よ
っ
て
示
さ

れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
在
日
米
軍
再
編
問
題
の
動
向
と
、

厚
木
基
地
の
航
空
機
騒
音
問
題
の
解
決
に
向
け

た
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。



戦
後
60
年
の
中
で
最
大
規
模
と
も
い

わ
れ
る
日
本
国
内
の
米
軍
基
地
の

再
編
。
こ
の
在
日
米
軍
再
編
問
題

に
つ
い
て
、
日
米
両
政
府
間
で
協
議
が
重
ね

ら
れ
て
い
る
と
の
報
道
が
、
昨
年
６
月
以
降

頻
繁
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
報
道

の
前
か
ら
、
市
で
は
在
日
米
軍
再
編
を
厚
木

基
地
の
航
空
機
騒
音
問
題
解
決
の
た
め
の
重

要
な
機
会
と
し
て
と
ら
え
、
昨
年
５
月
に
は

土
屋
市
長
が
訪
米
し
て
大
和
市
の
騒
音
被
害

の
状
況
を
強
く
訴
え
る
な
ど
、
早
い
段
階
か

ら
日
米
両
政
府
に
対
し
て
繰
り
返
し
働
き
か

け
て
き
ま
し
た
。

厚
木
基
地
に
つ
い
て
は
、
訪
米
直
後
の
昨

年
７
月
16
日
、
初
め
て
一
部
新
聞
紙
上
で
移

転
問
題
が
報
じ
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
直
後
、

白
紙
に
戻
っ
た
と
も
報
じ
ら
れ
、
日
米
両
政

府
間
の
協
議
内
容
は
、
な
か
な
か
明
ら
か
に

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
昨
年
９
月

の
日
米
首
脳
会
談
を
経
て
、
今
年
２
月
に
は

外
務
・
防
衛
閣
僚
ら
に
よ
る
「
２
プ
ラ
ス
２
」

が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
、
日
米
両
政
府

間
で
地
元
の
負
担
軽
減
な
ど
の
確
認
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
在
日
米
軍
再
編
に
向
け
た
日
本

政
府
の
具
体
的
な
動
き
と
し
て
４
月
７
日
、

逢
沢
外
務
副
大
臣
が
閣
僚
級
と
し
て
は
初
め

て
厚
木
基
地
周
辺
を
視
察
し
ま
し
た
。
土
屋

市
長
は
視
察
に
先
立
つ
会
談
に
お
い
て
、
本

市
の
騒
音
被
害
の
現
状
な
ど
を
説
明
し
、
視

察
後
の
意
見
交
換
会
で
は
Ｎ
Ｌ
Ｐ
（
夜
間
連

続
離
着
陸
訓
練
）
や
艦
載
機
部
隊
の
移
転
な

ど
、
厚
木
基
地
の
騒
音
問
題
の
抜
本
的
な
解

決
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
米
両
政
府

間
に
お
け
る
在
日
米
軍
再
編
協
議
の
進
展
や

厚
木
基
地
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

８
月
に
そ
の
状
況
確
認
な
ど
の
た
め
、
土
屋

市
長
は
同
月
就
任
し
た
ば

か
り
の
北
原
防
衛
施
設
庁

長
官
を
訪
問
し
ま
し
た
。

そ
の
席
で
、
在
日
米
軍
再

編
協
議
で
地
元
の
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
北
原

長
官
は
「
基
地
周
辺
の
自

治
体
お
よ
び
住
民
に
大
変

な
負
担
を
か
け
て
い
る
こ

と
は
十
分
承
知
し
て
お
り
、

騒
音
な
ど
諸
問
題
の
解
消
に

向
け
た
基
地
周
辺
対
策
に
こ

れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
く
。

再
編
協
議
は
基
地
周
辺
の
住

民
や
自
治
体
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
最
大
限
努
力
し
て

い
く
」
な
ど
と
述
べ
、
本
市

の
抱
え
る
航
空
機
騒
音
問
題

に
つ
い
て
理
解
を
示
し
ま
し

た
。

広報やまと　2005.11.153

市
で
は
厚
木
基
地
の
騒
音
問
題
に

つ
い
て
、
直
接
責
任
を
担
う
日

本
政
府
に
対
し
て
働
き
か
け
る

と
同
時
に
、
自
治
体
外
交
と
し
て
、
米
国

政
府
や
米
軍
に
対
し
て
も
直
接
的
な
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

土
屋
市
長
は
３
月
２
日
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン

ガ
ー
在
日
米
国
大
使
館
政
治
部
安
全
保
障

課
長
と
意
見
交
換
を
し
、
８
月
26
日
に
は

そ
の
後
任
者
の
メ
ア
安
全
保
障
課
長
と
会

談
、
在
日
米
軍
再
編
に
か
か
る
日
米
協
議

に
お
い
て
地
元

負
担
の
軽
減
を

図
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
メ
ア

安
全
保
障
課
長

は
「
厚
木
基
地

の
騒
音
問
題
は

十
分
に
理
解
し

て
い
る
」
と
の

認
識
を
示
し
ま

し
た
。

ま
た
、
９
月

だ
け
を
と
ら
え

て
も
、
第
７
艦

隊
司
令
官
グ
リ

ナ
ー
ト
中
将
や

空
母
キ
テ
ィ
ホ

ー
ク
を
指
揮
す

る
第
５
空
母
打

撃
群
司
令
官
マ

ク
レ
イ
ン
少
将

（
と
も
に
現
在
横

須
賀
基
地
に
赴

任
。
昨
年
５
月

の
訪
米
の
際
、

ハ
ワ
イ
の
太
平

洋
艦
隊
司
令
部

で
意
見
交
換
）、

米
海
軍
太
平
洋

艦
隊
司
令
官
ラ
フ
ヘ
ッ
ド
大
将
や
在
日
米

海
軍
司
令
官
ケ
リ
ー
少
将
な
ど
、
米
海
軍

高
官
に
対
し
て
６
回
に
わ
た
り
直
接
的
な

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

10
月
26
日
に
在
日
米
海
軍
司
令
官
の
ケ
リ

ー
少
将
の
来
訪
を
受
け
、
騒
音
被
害
や
安

全
の
問
題
に
つ
い
て
地
元
の
意
向
が
再
編

の
内
容
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
改
め
て
要
請

し
ま
し
た
。

月
29
日
、
２
月
に
続
き

「
２
プ
ラ
ス
２
」
が
ワ
シ

ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
、

在
日
米
軍
の
再
編
に
関
す
る
中
間

報
告
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

中
間
報
告
の
中
で
は
、
全
国
の

基
地
に
及
ぶ
具
体
的
な
基
地
再
編

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
厚
木
基
地

に
つ
い
て
は
、
空
母
艦
載
ジ
ェ
ッ

ト
機
お
よ
び
Ｅ
―

２
Ｃ
飛
行
隊
を

岩
国
基
地
（
山
口
県
）
の
滑
走
路

移
設
事
業
終
了
後
に
同
基
地
へ
移

駐
さ
せ
、
同
基
地
の
海
上
自
衛
隊

Ｅ
Ｐ
―

３
、
Ｏ
Ｐ
―

３
、
Ｕ
Ｐ
―

３

飛
行
隊
等
を
厚
木
基
地
へ
移
駐
さ

せ
る
な
ど
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
を
受
け
10
月
31
日
、
横
浜

防
衛
施
設
局
か
ら
大
和
市
に
在
日

米
軍
再
編
の
中
間
報
告
に
関
す
る

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
内
容

に
つ
い
て
土
屋
市
長
は
、「
今
回
、

厚
木
基
地
に
関
す
る
負
担
軽
減
の

方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
空
母

艦
載
機
移
転
の
実
現
は
ま
だ
先
の

こ
と
で
、
解
決
す
べ
き
課
題
も
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
現
時
点
で
は

あ
く
ま
で
中
間
報
告
と
と
ら
え
て

お
り
、
引
き
続
き
、
今
後
の
動
向

に
十
分
留
意
し
、
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を

発
表
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
再
編
協
議
の
最
終
的

な
協
議
結
果
の
行
方
を
見
据
え
な

が
ら
、
引
き
続
き
厚
木
基
地
の
航

空
機
騒
音
問
題
の
抜
本
的
な
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

着
任
の
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た
在

日
米
海
軍
司
令
官
ケ
リ
ー
少
将

（
大
和
市
役
所
）

北
原
防
衛
施
設
庁
長
官
を
訪
問
（
東
京
）

在日米軍再編と厚木基地

在日米軍再編と大和市の自治体外交

在日米軍再編の行方

10

ハ
ワ
イ
の
太
平
洋
艦
隊
司
令
部

で
グ
リ
ナ
ー
ト
中
将
（
中
央
）、

マ
ク
レ
イ
ン
少
将
（
右
）
と
意

見
交
換



4築こう明日の大和を─自治基本条例─

米
海
軍
の
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー

ク
が
横
須
賀
に
入
港
す
る

数
日
前
、
そ
の
艦
載
機
が

厚
木
基
地
に
飛
来
し
ま
す
。
艦
載
機

は
空
母
が
横
須
賀
を
出
港
す
る
ま
で

の
間
、
訓
練
の
た
め
の
離
着
陸
を
繰

り
返
し
な
が
ら
厚
木
基
地
に
と
ど
ま

り
、
空
母
出
港
前
に
は
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
実

施
し
ま
す
。
主
に
こ
れ
ら
艦
載
機
の

飛
行
に
よ
る
騒
音
が
わ
た
し
た
ち
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

10
月
24
日
、
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
は
横

須
賀
を
出
港
し
、
艦
載
機
は
10
月
末

ま
で
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
厚
木
基
地

を
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
今
回
の
Ｎ
Ｌ

Ｐ
は
出
港
20
日
前
の
10
月
４
日
に
、

在
日
米
海
軍
か
ら
同
月
18
日
〜
21
日

ま
で
の
４
日
間
、
厚
木
基
地
に
お
い

て
低
騒
音
機
に
よ
り
実
施
す
る
と
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
土

屋
市
長
は
「
台
風
な
ど
天
候
に
か
か

わ
ら
ず
す
べ
て
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
硫
黄
島

で
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
」
と

の
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
３
日
間
実

施
さ
れ
た
も
の
の
、
５
月
の
よ
う
に

Ｎ
Ｌ
Ｐ
の
通
告
時
間
内
に
Ｆ
／
Ａ
―

18

戦
闘
攻
撃
機
に
よ
る
タ
ッ
チ
ア
ン
ド

ゴ
ー
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

市
で
は
、
厚
木
基
地
で
Ｎ
Ｌ
Ｐ
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今

後
も
強
い
姿
勢
で
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

とき

H16.11.25

12.22

H17.01.13
1.13
1.14
1.28
4.28
4.28

5.06

5.19

7.15
10.04
10.05

要請内容
厚木基地における米空母艦載機の夜間連続離着陸訓練による
航空機騒音の解消に関する要請

年末年始における航空機の飛行自粛について

ＮＬＰ通告
ＮＬＰの通告に接して
厚木基地における夜間連続離着陸訓練の中止等について
厚木飛行場周辺の航空機の騒音軽減措置の遵守等について
ＮＬＰ通告
厚木基地における夜間連続離着陸訓練の中止等について

厚木基地における夜間連続離着陸訓練の中止について

5月18日夕刻の厚木基地周辺における飛行状況について

平成18年度基地問題に関する要望書の提出
ＮＬＰ通告
厚木基地における夜間連続離着陸訓練の中止等について

要請者

厚木基地騒音対策協議会

大和市長

大和市長
県と周辺7市
県と周辺7市

県と周辺7市

大和市長

大和市長

県基地関係県市連絡協議会

県と周辺7市

要請先

内閣総理大臣ほか

在日米海軍司令官、厚木航空施設
司令官

厚木航空施設司令官
駐日米国大使、外務大臣ほか
在日米海軍司令官ほか

駐日米国大使、外務大臣ほか
在日米海軍司令官、厚木航空施設
司令官
在日米海軍司令官、厚木航空施設
司令官
内閣総理大臣ほか

駐日米国大使、外務大臣ほか

昨年11月以降の主な要請活動

国
で
は
現
在
、
住
宅
防
音
工
事
の

助
成
対
象
区
域
で
あ
る
第
一
種

区
域
の
見
直
し
を
し
て
い
ま
す

が
、
10
月
末
時
点
で
は
告
示
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

市
で
は
、
航
空
機
騒
音
に
よ
る
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
、
市
内
全
域
の
全
家
屋
が
助
成

対
象
と
な
る
よ
う
繰
り
返
し
国
に
求
め
て
い

ま
す
が
、
併
せ
て
住
宅
防
音
工
事
助
成
事
業

の
住
民
へ
の
周
知
な
ど
に
つ
い
て
、
国
が
責

任
を
持
っ
て
行
う
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

苦情はゼロ

大和市の要請活動

住宅防音工事対象区域の見直し
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年間騒音測定回数 

NLP時間帯内の騒音測定回数 

年別騒音測定回数とNLP時間帯内の測定回数の比較 
※騒音測定回数は滑走路北約1㎞の住宅地で70デシベル以上が5秒以上継続した回数です。 

平成５年から米軍へ 
硫黄島訓練施設を提供 

0

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500
（回） 

平成16年 
11月 12月 

平成17年 
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

1,995

2,326

878

1,395

2,733

1,395

2,616

1,593

2,031

3,183

2,076

2,046

この１年間の月ごとの騒音状況（騒音測定回数） 
騒音測定回数は滑走路北約1kmの住宅地で70デシベル以上が5秒以上継続した回数です。 

キティホーク 
横須賀入港期間 

9/7～2/10 3/28～5/23 8/20～10/24
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。
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市役所総合計画担当
1（260）5366 、 soukei

今回は11ある基本目標のうち、5番目と6番目、ま
ちづくり編の二つの目標を紹介します。国際交流を
はじめとする「交流」や生涯学び続けるための「生
涯学習」、地球規模の環境問題から身近なごみ問題ま
で範囲が広い「環境」、「街づくり」などにかかわる
目標です。
○「人のつながりがあるまちをつくる」
豊かな心をはぐくみ、豊かな地域社会を築くため
に、さまざまな交流や生涯学習活動をしようという
目標です。
「多文化共生」という言葉をよく耳にするように
なりました。市民のうち34人に一人が外国人の大和
市では、地域の一員として、お互いの文化を認め合
いながら「国際交流」を図ることが求められていま
す。このほかにも、子供とお年寄りなどの「世代間
交流」、観光事業などにより市外の人と触れ合う「他
都市との交流」などがあります。
生涯学習は、文化、芸術、スポーツ、レクリエー
ションなどの活動を通じ、豊かな心をはぐくむとと
もに、人と人との新たなつながりを作ります。
人と触れ合うことの楽しさを感じられるまちが、

この目標が目指すまちの姿です。
○「次世代へ引き継げるまちをつくる」
わたしたちの孫子の代まで、胸を張って引き継ぐ
ことができるまちにしようという目標です。この目
標では「環境への負荷を減らす」「自然と調和した都
市空間をつくる」「都市の利便性を高める」の三つの
個別目標を設定しています。
環境への負荷を減らすためには、地球温暖化、大
気汚染、水質汚濁の防止などが必要です。自然と調
和した都市空間作りには、緑地や農地の保全などが
欠かせません。これらの目標達成には、日々の生活
の中で、わたしたち一人一人が環境に配慮した行動
を取ることが大切です。
市民アンケートでは、大和市のよい点としてさま
ざまな「便利さ」を多くの人が挙げていますが、よ
り便利なまちにしようというのが、「都市の利便性を
高める」という目標です。情報技術（ＩＴ）の活用
などで、まちの利便性をさらに向上させることは、
長く住み続けるためのまちづくりには欠かせません。
3回にわたって、まちづくり編の基本目標を紹介し
ました。次回は行政経営編の五つの目標をまとめて
紹介します。

このコーナーは、市役所総合計画担当1(260)5366、
soukeiが担当しています。
ホームページ：http://www.city.yamato.lg.jp/seisaku/
sougoukeikaku/sokei7/soukeimain.html

基本目標の紹介（その3）第8回

今回発表された在日米軍再編協議の中間報告に
は、厚木基地の空母艦載機部隊を移駐させることな
どが盛り込まれました。
しかし、中間報告であることから、市では今後の
再編協議の行方を見据えながら、厚木基地の航空機
騒音問題に関する負担の軽減が目に見える形で具体
化されるよう、引き続き強く求めていきます。

◇
問い合わせは、市役所基地対策課基地対策担当1
（260）5310、 kichiへ。

大和市では、厚木基地の航空機騒
音問題の解決に向け、あらゆる試み
を模索しています。その一つとして
国内の諸関係機関に先駆け、米国政
府関係機関や米海軍に対して航空機
の騒音状況を説明する際、米国側に
とって分かりやすい指標のL

※１

dnによる
表示を行っています。航空機騒音の
指標について、日本国内では
W
※２

ECPNLという指標が採用されてい
ますが、市では米国で主流となって
いるLdn表示によって航空機騒音被害
の実情を分かりやすく伝えることで、
米国政府や米海軍関係者の理解を図
るという狙いがあります。これまで
にも、平成15年8月28日に行った
大和市基地対策協議会による在日米
国大使館への要請の際、土屋市長は

航空機騒音の指標をLdnで表示した関
係資料を示しました。これに対し、
ゲッティンガー政治部安全保障課長
（当時）は「大変分かりやすい資料を
頂いた。よく検討したい」と返答し
ています。また、昨年の土屋市長訪
米の際にも大和市の騒音被害の実情
をLdnで表示した図を示し、理解を求
めました。
こうした本市の取り組みについて
市は9月16日、横浜国立大学で開催
された（社

※３

）日本騒音制御工学会平成
17年秋季研究発表会で発表しまし
た。
市ではこの発表をひとつの契機と
し、これまで以上に騒音測定データ
を活用しながら、米国政府や米海軍
への直接的な働きかけを強めていき
ます。
※１ Ldn：Day-Night sound Level（昼

夜騒音レベル）
※２WECPNL：Weighted Equivalent

Continuous Perceived Noise Level
※２（加重等価継続感覚騒音レベル）
※３（社）日本騒音制御工学会：日本に

おける騒音に関する中心的な学
会。昭和51年創立。道路騒音、
新幹線騒音、生活環境騒音、航
空機騒音など、あらゆる騒音問
題に携わる専門家から成る。環
境省、防衛庁などの研究委託も
受けている。

航空機騒音問題への取り組み
～日本騒音制御工学会で発表

横浜国立大学での研究発表会のようす

は各課のEメールアドレスです。表示したアドレスの後に「@city.yamato.lg.jp」を続けてください。




